山形県における啓翁桜産地の生産流通構造――JAやまがたとJAさくらんぼひがしねの例―― by 酒井 宣昭 & 浜西 駿輔
山形県における啓翁桜産地の生産流通構造――JAや
まがたとJAさくらんぼひがしねの例――








































































































































































































































































































































ＪＡやまがたの記事（2013 . 1 . 31）によると、
2011年度の山形県全体の出荷量は約145万本で





























































































































































































































































生産者番号４，５，８ 生産者番号３，９，10 生産者番号２ 生産者番号１
男 女 男 女 男 女 男 女
90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 1 0 90歳以上 0 0
80～89歳 0 0 80～89歳 0 0 80～89歳 0 0 80～89歳 0 0
70～79歳 1 1 70～79歳 1 0 70～79歳 1 0 70～79歳 1 0
60～69歳 0 0 60～69歳 0 0 60～69歳 0 1 60～69歳 0 1
50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 0 0
40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 1 0 40～49歳 0 0
30～39歳 0 0 30～39歳 0 0 30～39歳 0 0 30～39歳 1 1
20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0
10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0
計 1 1 計 1 0 計 3 1 計 2 2
生産者番号７ 生産者番号６ 生産者番号11 生産者番号12
男 女 男 女 男 女 男 女
90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0
80～89歳 1 1 80～89歳 0 0 80～89歳 0 0 80～89歳 0 0
70～79歳 1 0 70～79歳 0 0 70～79歳 0 0 70～79歳 0 0
60～69歳 0 0 60～69歳 1 0 60～69歳 1 1 60～69歳 0 0
50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 0 0
40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0
30～39歳 0 0 30～39歳 1 0 30～39歳 0 0 30～39歳 1 0
20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0
10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0




年 生産者数 年 生産者数
1988年 1 2004年 0
1989年 2 2005年 0
1990年 1 2006年 2
1991年 0 2007年 0
1992年 0 2008年 2
1993年 2 2009年 0
1994年 0 2010年 0
1995年 1 2011年 0
1996年 0 2012年 0
1997年 0 2013年 0
1998年 0 2014年 0
1999年 0 2015年 1
2000年 0 2016年 0
2001年 0 2017年 0
2002年 0 2018年 0













































出 荷 量 生産者数












問　題　点 生 産 者 番 号 計１ ２ ３ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
生産者の高齢化が進んでいる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ９戸
後継者が不足している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８戸
高齢者の労働の負担感が大きい ○ ○ ○ ３戸
啓翁桜と他の農産物の栽培が重複する ○ ○ ○ ○ ４戸
天候不順による出荷量への影響が大きい ○ ○ ○ ○ ○ ５戸
手入れや作業が難しい ○ ○ ○ ３戸
ウソによる花芽被害の影響が大きい ○ ○ ２戸
肥料代や薬品代が高い ○ １戸
啓翁桜の収益率が悪い ○ １戸























































































































































































































































































男 女 男 女 男 女 男 女
90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0
80～89歳 0 0 80～89歳 0 0 80～89歳 1 1 80～89歳 0 0
70～79歳 0 0 70～79歳 0 0 70～79歳 0 0 70～79歳 1 0
60～69歳 1 0 60～69歳 1 1 60～69歳 0 0 60～69歳 0 0
50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 0 0
40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0
30～39歳 0 0 30～39歳 0 0 30～39歳 0 0 30～39歳 0 0
20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0
10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0
計 1 0 計 1 1 計 1 1 計 1 0
生産者番号17，22，33 生産者番号４，10 生産者番号14，29 生産者番号３
男 女 男 女 男 女 男 女
90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0
80～89歳 0 0 80～89歳 0 0 80～89歳 1 0 80～89歳 1 0
70～79歳 1 1 70～79歳 1 0 70～79歳 0 0 70～79歳 0 0
60～69歳 0 0 60～69歳 0 1 60～69歳 0 0 60～69歳 0 0
50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 0 0 50～59歳 1 1
40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0
30～39歳 0 0 30～39歳 0 0 30～39歳 0 0 30～39歳 0 0
20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0
10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0
計 1 1 計 1 1 計 1 0 計 2 1
生産者番号７ 生産者番号19 生産者番号34 生産者番号31
男 女 男 女 男 女 男 女
90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0 90歳以上 0 0
80～89歳 0 0 80～89歳 0 0 80～89歳 0 0 80～89歳 0 0
70～79歳 0 0 70～79歳 0 0 70～79歳 0 1 70～79歳 0 0
60～69歳 1 0 60～69歳 1 0 60～69歳 0 0 60～69歳 0 0
50～59歳 0 0 50～59歳 0 1 50～59歳 1 0 50～59歳 1 0
40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0 40～49歳 0 0
30～39歳 1 0 30～39歳 0 0 30～39歳 0 0 30～39歳 0 0
20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0 20～29歳 0 0
10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0 10～19歳 0 0































































年 生産者数 年 生産者数
1972年 3 1996年 0
1973年 0 1997年 2
1974年 0 1998年 4
1975年 3 1999年 0
1976年 0 2000年 0
1977年 0 2001年 0
1978年 1 2002年 2
1979年 0 2003年 4
1980年 1 2004年 0
1981年 0 2005年 0
1982年 1 2006年 0
1983年 3 2007年 0
1984年 0 2008年 2
1985年 0 2009年 1
1986年 0 2010年 2
1987年 1 2011年 1
1988年 1 2012年 1
1989年 3 2013年 1
1990年 0 2014年 0
1991年 0 2015年 0
1992年 0 2016年 0
1993年 1 2017年 0
1994年 0 2018年 0





















































































出 荷 量 生産者数















































問　題　点 生 産 者 番 号１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
生産者の高齢化が進んでいる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後継者が不足している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
高齢者の労働の負担感が大きい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
啓翁桜と他の農産物の栽培が重複する ○ ○ ○ ○
天候不順による出荷量への影響が大きい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
手入れや作業が難しい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウソによる花芽被害の影響が大きい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
肥料代や薬品代が高い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
啓翁桜の収益率が悪い ○ ○ ○ ○ ○
生産者によって品質にばらつきがある ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
啓翁桜の需要喚起が必要である ○ ○ ○ ○ ○
啓翁桜の販路拡大が必要である ○ ○ ○
産地としてのまとまりが不足している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
問　題　点 生 産 者 番 号 計21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37
生産者の高齢化が進んでいる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 36戸
後継者が不足している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34戸
高齢者の労働の負担感が大きい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20戸
啓翁桜と他の農産物の栽培が重複する ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10戸
天候不順による出荷量への影響が大きい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34戸
手入れや作業が難しい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 16戸
ウソによる花芽被害の影響が大きい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 22戸
肥料代や薬品代が高い ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13戸
啓翁桜の収益率が悪い ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12戸
生産者によって品質にばらつきがある ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 37戸
啓翁桜の需要喚起が必要である ○ ○ 7戸
啓翁桜の販路拡大が必要である ○ ○ ○ 6戸







































































































































































































・河北新報（2007 .2 . 20）：『啓翁桜「日本一」譲ら
ぬ　山形県、超促成栽培を指導』．










































・やまがたアグリネット（2009 . 12 . 28）：「上山市
小倉で「啓翁桜」の初出荷」．
・やまがたアグリネット（2015. 1 . 5）：「「啓翁桜」
の出荷始まる」．
・やまがたアグリネット（2017 . 1 . 4）：『日本一の
「啓翁桜」の出荷が始まる』．
・山形県メールマガジン（2015 . 12 . 18）：「新春に
楽しむ、春の装い啓翁桜（東根市）」．
・山形新聞（2013 . 12 . 20）：『東根で「啓翁桜」の
出荷出発式』．
36 山形県における啓翁桜産地の生産流通構造　　ＪＡやまがたとＪＡさくらんぼひがしねの例　　
・山形新聞（2014. 3 . 18）：「やまがた農新時代　第
２部・冬と雪（3）　貴重な収入源「啓翁桜」」．






































日新聞2018 . 1 . 9）を参照。最終検索はいずれも2019
年８月31日。
▼９　ＪＡさくらんぼひがしねでは2017年３月１日、
ＪＡてんどうとＪＡやまがたでは2017年９月１日、
ＪＡさがえ西村山では2017年11月30日、ＪＡ山形おき
たまでは2017年12月８日、ＪＡ鶴岡では2017年12月11
日、ＪＡみちのく村山では2017年12月19日にそれぞれ
確認した。また、ＪＡ庄内みどりでは2018年２月16日、
ＪＡあまるめとＪＡ庄内たがわとＪＡそでうらでは
2018年３月16日、ＪＡおいしいもがみとＪＡ新庄市と
ＪＡ金山では2018年11月15日にそれぞれ確認した。イ
ンターネットでの検索でヒットした生産者または各
ＪＡには、①ＪＡの管轄地域に啓翁桜の生産者がいる
かどうか、②生産者数が２戸以上であるかどうかに
ついて聞き取り調査を行った。なお、生産者数が１
戸のみであるＪＡおいしいもがみ、ＪＡ庄内たがわ、
ＪＡ鶴岡は個人情報の観点から生産者の情報を示さな
いこととした。
▼10　各生産者への聞き取り調査によると、促成室の
昼の室温が25℃以上の状態が続いた場合は、花の色
が白っぽくなることがあるとのことであった。
▼11　山形市では、約99㎡（約30坪）の促成室を所有
する生産者が多い。
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